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研究成果の概要（和文）：　研究期間中論文を5本作成し、2本を学術誌に掲載した。残りの3本に関して国際学
会などで報告し、投稿や投稿の準備をしている。成果の中の非線型回帰モデルの平均法に関する研究は既存研究
より広い適用範囲を持っている。研究中ファクターや関数型の選択にその方法を利用して、経済データの共通フ
ァクターによる経済指標の予測を検討した。また、ほかの3本の論文はGARCH型モデルのモデル平均法の開発に関
するものであり、金融市場の予測に貢献している。更に最終年度でモデル平均法のウエイトのスパース性を証明
し、モデル平均法を高次元データに利用できるよう に、高速な計算アルゴリズムを開発し論文を作成した。

研究成果の概要（英文）：5 research papers have been written. 2 of them have been published. The 
other 3 have been reported in some international conferences or seminars. The most important paper 
considered the problem of model averaging estimation for regression models that can be nonlinear in 
their parameters and variables. We proved the optimality of the new method. Monte Carlo experiments 
revealed that NMA lead to relatively lower risks compared with alternative model selection and model
 averaging methods in most situations. Empirical results showed that in most cases, our method leads
 to the lowest prediction errors. Moreover, I and my coauthors proposed model averaging methods of 
GARCH type models for analyzing financial data in three papers, which contribute to forecasting in 
financial market. In the last year, I showed the sparsity of the weight of the model averaging 
method for linear models. Subsequently, a high-speed algorithm for the model averaging method was 
proposed.

研究分野： 経済統計、計量経済学

キーワード： Model Selection　Model Averaging　Factor　Nonlinear　Optimality　High-Dimensional　Algorithm
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は経済現象や他の社会現象や自然現象の分析のために新しい統計的方法を開発した。特にビッグデータ
の一種である高次元データの分析の精度を高めることやその分析のための計算コストを下げることに貢献してい
る。統計理論を発展させると同時に、実用的な研究成果であるため、様々な分野で応用されて国民経済の発展に
貢献できると期待する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 研究当初大規模データ（big data）の解析が各分野で発展してきた。その中、経済予測の分野
では高次元データ解析における次元の呪いを解決するために、ファクターモデルが重要視され
るようになった。国内総生産（GDP）のような経済指標を予測するために様々な経済指標が説
明変数として利用できるが、その数が膨大で、データは高次元なものとなる。そのまますべて
の変数を利用すると、説明変数の次元が高すぎで、モデルの自由度が足りなくなり、バイアス
と分散のバランスが崩れて予測は信頼できないものとなる。時には説明変数の次元がサンプル
サイズより大きくなり、推定でさえ成り立たない。この問題を解決するための手段として一つ
はモデル平均法であり、もう一つはファクターモデルである。この二つの分野が近年注目され
ている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的はモデル選択とモデル平均の方法を発展させ、高次元データに利用できるよう
に改良する。さらにその成果をファクターや関数型の選択に利用して、実証研究として経済デ
ータの共通ファクターによる経済指標の予測を検討する。 
 
３．研究の方法 
 
  本研究はまずモデル選択やモデル平均の方法を構築し、そしてその方法の統計学的性質を解
明する。その上、シミュレーション実験でその有限標本の性質を調べて、最後に実証研究へ応
用する。 
 
４．研究成果 
 
 研究期間中、論文を 5 本作成し、その内の 2 本を学術誌に掲載した。残りの 3 本に関して国
際学会などで報告 し、投稿や投稿の準備をしている。  成果の中の非線型回帰モデルの平均法
に関する研究は既存研究より広い適用範囲を持っている。変数だけではなくパラメーターに関
し ても非線形なモデルにも適用できる。ファクターや関数型の選択にその研究成果を利用して、
実証研究として経済データの共通ファクターによる経済指標の予測 を検討した。この研究で構
築したモデル平均法のための情報量基準にモデルの関数型の複雑さに関するペナルティを導入
したため、既存の方法より優れたパ フォーマンスをもたらした。論文ではモデル平均法の最適
性などの理論的性質を証明した。さらに、シミュレーション実験で有限標本での優れた性質を
明らかに し、賃金の予測に関する実証研究でその精度の高い予測能力を示した。 また、研究
成果の中の 3 本の論文は GARCH 型モデルのモデル平均法の開発に関するもので あり、金融市
場の予測に貢献している。論文ではモデル平均法の性質を厳密に証明し、さらに実際の金融デ
ータを用いてその有用性を検証した。更に研究期間の 最終年度で既存のモデル平均法の高次元
データに適用する場合のモデル平均のウエイトのスパース性を証明し、モデル平均法を高次元
データに利用できるよう に、高速な新しい計算アルゴリズムを開発した。この研究によりモデ
ル平均法の適用範囲が大きく広がった。より大量に候補モデルを平均法に取り入れることを 実
現した。 
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